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基本的な考え方
オカムラグループは、 「人が活きる社会の実現」にはサステナビリティを中心に捉えた事業活動が重要であるとの認識のもと、事業活動の経済的側面と同時に社会的側面・環境的側
面の重要性を認識し、「オカムラグループ サステナビリティ方針」を掲げ、企業の社会的責任を果たす経営に取り組んでいます。

オカムラグループの
サステナビリティの原点

パーパス
「人が活きる社会の実現」に向け
サステナビリティに取り組む

経営理念「オカムラウェイ」の根底には、「創業の精神」「社是」
「モットー」という、オカムラのDNAがあります。
「協同の工業・岡村製作所」としてスタートしたその創業の精神
は、オカムラが協力を基礎として生まれた「みんなの会社」で
あり、「従業員はみな平等」という創業以来の理念を表してい
ます。
オカムラには、「資本家（オーナー）」と「雇用される者」という
関係は存在しません。従業員はみな対等で、縁あって知り合 

い、オカムラを繁栄させるという同じ“志”を持ったチームの一
員です。大きな成果を生むため、互いに協力し合いチームワー
クを発揮するところに、「協同の工業」として発足したオカムラ
の礎があります。
また、社是は、企業が成長していくときの経営の拠りどころを
表しており、1980年11月に定められました。創業の精神を
受け継ぐ5つの言葉「創造、協力、節約、貯蓄、奉仕」からな
ります。5番目の「奉仕」には、会社は社会の公器、企業はお
客さま（社会）から利益を得ているのであり、経営は常に社会
との調和を図るために、利益の一部を直接的・間接的に社会
に還元する「奉仕の精神」が必要となるという意味が込められ
ています。
品質の高さをアピールし、1961年にモットーとしたのが「よい
品は結局おトクです」です。モットーには、安物ではなく、質

オカムラグループは創業以来、ものづくりに対する高い志を持
ち、オフィスから商業施設、病院、学校、工場、物流施設まで、
多様な場づくりへと事業を展開してきました。
オカムラグループは、パーパスである「人が活きる社会の実現」
に向け、「豊かな発想と確かな品質で、人が活きる環境づくりを
通して、社会に貢献する。」をミッションとして、全ての人々が笑
顔で活き活きと働き暮らせる社会の実現を目指しています。
私たちは物質的な豊かさだけでなく、心の豊かさも育み、互
いを尊重しながら自分らしい働き方や暮らし方を選択し、一人
ひとりが「活きる」ことこそが、持続的な社会の実現につなが
ると考えています。
「人が活きる社会の実現」にはサステナビリティを中心に捉え
た事業活動が重要であるとの認識のもと、事業活動の経済的
側面と同時に社会的側面・環境的側面の重要性を認識し、「オ
カムラグループ サステナビリティ方針」を掲げ、企業の社会
的責任を果たす経営に取り組んでいます。

の高い製品とサービスを提供するというオカムラの姿勢が表れ
ています。
これら「創業の精神」「社是」「モットー」が、現在のサステナビ
リティの取り組みの原点となっています。（詳細  P.5 ）

私たちオカムラグループは、「豊かな発想と確かな品質で、人が
活きる環境づくりを通して、社会に貢献する。」をミッションとし、
企業価値のさらなる向上と社会課題の解決をめざします。

責任ある企業活動

オカムラグループ サステナビリティ方針

人が活きる
環境の創造

従業員の
働きがいの追求

健康と安全に配慮した職場づくりに努め、
従業員一人ひとりの多様性を尊重した上
で、それぞれが働きがいを感じ、互いに協
力し、自己成長できる環境をめざします。

確かな品質と安全性を追求した創造性豊
かな製品・サービスを社会に提供し、新し
い価値・市場・トレンドの創造に挑戦し続
けます。

人権を尊重し、一人ひとりの個性や多様な
文化の理解に努め、差別を排除します。ま
た法令遵守はもとより、高い倫理観に基づ
き行動し、ステークホルダーの皆様に適時・
適切な情報開示を行うとともに、コミュニ
ケーションの充実を図り、地域・社会と共
生し、公正・透明・誠実な企業活動を通
じて、社会から信頼され愛されるグローバ
ル企業をめざします。

地球環境への
取り組み 事業活動におけるサプライチェーン全体を

通じて地球環境負荷の低減を徹底すること
で、持続可能な社会づくりに貢献していき
ます。

データ集責任ある企業活動従業員の働きがいの追求地球環境への取り組み人が活きる環境の創造会社案内
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オカムラグループのマテリアリティ（経営の重要課題）
オカムラグループは、「人が活きる社会の実現」にはサステナビリティを中心に捉えた事業活動が重要であるとの認識のもと、マテ
リアリティ（経営の重要課題）を特定し、４つの分野で取り組みを推進しています。
「責任ある企業活動」を経営基盤とし、「従業員の働きがいの追求」によって一人ひとりが活き活きと働きがいを感じるとともに、「地
球環境への取り組み」を実践することでサプライチェーン全体を通じて環境負荷を低減を図ります。そして、事業活動を通じて「人
が活きる環境の創造」を実践することにより、人が活きる社会の実現に貢献します。

SDGsへの貢献
オカムラグループは各課題への取り組みを推進し、事業活動と
社会貢献活動を通じて、SDGs（Sustainable Development 

Goals）の目標達成に貢献します。

| 基本的な考え方 | ガバナンス | 戦 略 | リスク管理 | 指標と目標 | ステークホルダーエンゲージメント | 外部イニシアチブへの参加 | 社会からの評価 |

データ集責任ある企業活動従業員の働きがいの追求地球環境への取り組み人が活きる環境の創造会社案内
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ステークホルダーの皆さまからの期待や社会の要請に対し、
グループ一体となって応えていくために、「人が活きる環境の
創造」「従業員の働きがいの追求」「地球環境への取り組み」 
「責任ある企業活動」の4つの観点から重要課題を特定してい
ます。
重要課題特定にあたっては、サステナビリティに関する各種ガ
イドライン、評価機関の調査項目、社内の方針や規範、さま
ざまなステークホルダーへのアンケートや対話など、多様な視
点を統合し、ステークホルダーにとっての重要性と、オカムラ
グループにとっての重要性を定量的に分析しています。
また、特定した重要課題を着実に実施するため、各課題それ
ぞれにKPIを定め年度ごとの目標値を設定して推進してい 

ます。

2023年に見直しを実施
オカムラグループでは、2019年にサステナビリティ重点課題
を特定しました。その後、世界的にサステナビリティの重要性
がますます高まる中、外部環境の大きな変化と「中期経営計
画2025」の策定時期に合わせ2023年に見直しを実施しまし
た。これを機に、事業リスクへの対応力強化をより重視し、そ
の位置づけをサステナビリティの重点課題から経営の重要課
題へと見直しています。それぞれの重要課題において、事業
活動と関わりのある社会課題を認識するとともに、社会課題の
影響によるオカムラグループにとっての主なリスクと機会を検
証し、各課題へのアプローチを明確にしています。

マテリアリティ（経営の重要課題）の
特定と見直し

2019年　サステナビリティ重点課題の特定

2023年　経営の重要課題の見直し

●  サステナビリティに関する各種ガイドラインや評価機関
の調査項目、社内の方針や規範など、多様な視点を統合し、
重点課題項目候補をリストアップ

●  重点課題項目候補について社内外でアンケートや対話を
実施し、各項目の重要度を把握

●   ステークホルダーにとっての重要性とオカムラグループ
にとっての重要性を定量的に分析

●   経営者レビューを実施後、分かりやすく4分野に分類し
重点課題を特定

●  前回特定時（2019年）より事業環境・社会環境が大きく
変化したことにより、中期経営計画策定に合わせ見直し
を実施

●  前回特定したサステナビリティ重点課題では、4つの各
分野が並列だったため、経営基盤となる分野、今後の成
長戦略に位置づけられる分野など、配列の見直しを実施

●  前回は「サステナビリティ重点課題」として特定していた
が、中期経営計画との整合性を図ることにより「経営の
重要課題」に変更

重要課題特定プロセス
経営の重要課題については、以下のプロセスにより課題の抽
出、重要性の分析などを行い、経営者レビューを通じて特定し
ました。（2023年特定）

サステナビリティに関する各種ガイドラインや評価機関の調
査項目＊1、社内の方針や規範＊2、国内外企業ベンチマークの
実施など、多様な視点を統合し、重要課題項目候補をリスト
アップ

重要課題項目候補についてさまざまなステークホルダーへの
アンケートや対話を実施し、各項目の重要度を把握

ステークホルダーにとっての重要性とオカムラグループに
とっての重要性を定量的に分析

＊1： GR I S t anda rds、I S O26000、
SASB Standards、FTSE4Good

＊2： 経営方針、中期経営計画、行動規範、
事業活動に関わる方針

Process 1

Process 2

Process 3

Process 4

経営者レビューを実施後、分かりやすく4分野に分類し、重
要課題を特定

| 基本的な考え方 | ガバナンス | 戦 略 | リスク管理 | 指標と目標 | ステークホルダーエンゲージメント | 外部イニシアチブへの参加 | 社会からの評価 |

データ集責任ある企業活動従業員の働きがいの追求地球環境への取り組み人が活きる環境の創造会社案内
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重要課題マップ
ステークホルダーにとっての重要性とオカムラグループにとっての重要性を二軸に、課題をマッピングし重要課題を明確化しました。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
と
っ
て
の
重
要
性

オカムラグループにとっての重要性

持続可能な自然資源の利用と保全

気候変動問題への貢献とカーボンニュートラルの実現

サーキュラーエコノミーの推進

人が活きる環境の創造

地球環境への取り組み

従業員の働きがいの追求

責任ある企業活動

イノベーションの推進と新しい価値の創出
安全な製品・サービスの提供 

モノ・コトづくりのクオリティの追求
適正な情報開示とステークホルダーとの対話

キャリア形成支援と専門人財育成の強化

Work in Life（ワークインライフ）の推進

公正、透明、誠実な行動

リスクマネジメントの強化

DE&I（ダイバーシティ・エクイティ&インクルージョン）の推進

高

高
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